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・レベルの据え付けを正しく行うことができる（知）
・昇降式水準測量、器高式水準測量の手順を正しく理解し測定することができ
る（知）(思）
・昇降式水準測量、器高式水準測量の測定結果を正しく野帳に記入することが
できる（知)(思）
・周囲と協力し、最後まで粘り強く測定に取り組むことができる（態）
・外業を行う際の、自分の役割を把握し行動できる（思）
・野帳の計算で正しく地盤高を求めることができる（知）（思）

・誤差の種類を正しく理解し、分類することができる（知）
・最確値や標準偏差について理解し、計算からもとめることができる（知）（思）
・測定条件に応じて、計算方法を使い分けることができる（思）
・誤差の原因に応じた消去法を提案することができる（知）
・自分たちの外業を振り返り、改善点を見つけることができる（思）
・最後まで粘り強く計算することができる（態）

〇昇降式水準測量について
・昇降式水準測量の外業を行い、測定方法、野
帳への記入の仕方を理解する
・昇降式水準測量の内業を行い、計算で地盤
高を求める方法を理解する

〇器高式水準測量について
・器高式水準測量の外業を行い、測定方法、野
帳への記入の仕方を理解する
・器高式水準測量の内業を行い、計算で地盤
高を求める方法を理解する

〇水準測量の誤差について
・誤差の種類について理解する
・測定値の計算処理について理解する
・誤差の原因と消去法を理解する

（知）：知識・技術   （思）：思考・判断・表現
（態）：主体的に学習に取り組む態度

・測量が果たす社会的な意義や役割、測量の現状や今日的な課題について理
解している（知）
・関数電卓の使い方を理解し。計算することができる（知）（思）
・水準測量の高さの基準、レベルや標尺などの器具・機械の構造を理解してい
る（知）
・レベルや標尺などの器具・機械を点検することができる（思）
・レベルや標尺などの器具・機械を取り扱う際の注意点を理解し、器具・機械を
丁寧に扱うことができる（知）（態）

学習内容
学習のねらい

〇授業オリエンテーション
・授業の進め方や実習に関する諸注意、評価の
仕方などを学ぶ

〇測量の役割について
・測量と生活の関わりについて理解する
・測量結果の利用について理解する

〇水準測量に使われる用語、器具・機械につい
て
・関数電卓の使い方を理解する
・水準測量において必要な用語を理解する
・レベルや標尺などの器具・機械の取り扱い方
を理解する
・器具・機械を扱う際の注意点を理解する

・定期試験
・小テスト
・実習状況の観察
（実習内での自身の役割を把握し、的
確に判断できているか）

・授業態度の観察
（主体的・協働的に取り組めているか、
ノートへの記入はしっかりできている
か）

担当者からの
メッセージ

・座学と実習とのつながりを意識して授業に取り組んでください。
・実習では特に時間厳守を意識し、服装や身だしなみを正しく整えて授業に臨むようにしてください。

観点別評価規準

なし
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使用教科書 測量　実教出版 使用副教材等

目標
測量に対する興味・関心を高め、測量に必要な基礎的知識と技術を習得させるとともに、環境保全や農林業に応用す
る能力と態度を育てる。

評価の観点

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　測量に関する基本的な知識や技術
を身に着けて課題解決に役立てること
ができる。実習においては、正確で迅
速な測量や記帳、製図ができる。

測量を行う意義と役割を把握し、課題
解決のために粘り強く取り組み、的確
に対処することができる。

測量についての興味・関心を深め、実
習では積極的に技術の習得を目指し、
意欲的に取り組もうとしている。

評価方法

・定期試験
・小テスト
・実習状況の観察
（実習内容を理解し、行動することがで
きているか）


